
むつうら花鳥風月ボランティア便り
日頃より本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
昨年度立ち上げた花鳥風月ボランティアも、保護者の皆さま、地域の皆さまのご協力
により毎週楽しく活動をさせていただいております。
本ボランティアで今年度から新たな取り組みを始めることになりましたのでご紹介　
いたします。
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天ぷらなどの揚げ物で使い終わった食用油「廃食油」を
エコ資源として有効活用できることをご存知ですか？
ご家庭から出た廃食油を小学校にお持ちください。

　集まった油の量に応じて、応援している施設に寄付ができます。

バイオ燃料への「変換」
回収した廃食油は、提携するリサイクル事業者
（ビーバーリンク食廃油活用プロジェクト）へ
引き渡されます。
そこでバイオディーゼル燃料（BDF）に精製さ
れ、トラックやバス、農業機械などの動力源と
して活用されます。
廃食油1リットルあたり約2.3kgのCO₂削減効果
があります。

　《参加方法はカンタン》
①使用済みの植物油をしっかり冷ます
②ペットボトルに入れる（キャップをしっかり閉める）
③体育館脇、水道付近の回収ボックスにペットボトルごと入れるだけ
※必ず満タンまで油を入れてからお持ちください

回収した油は株式会社共創さまが引き取り、1Lあたり5円〜10円をうみとそらのおうちに寄付します。

「捨てていたその油が、地域貢献に」

　　　《六浦小学校の応援先》
横浜こどもホスピス うみとそらのおうち

病気とともにある子どもたちの家族や　
遺族の願いから生まれた、日本でもまだ
珍しい子どものためのホスピスです。

金沢区　地域循環油プロジェクト

お問い合わせは　045ー782ー5331 (副校長・菅原) まで


